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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性を有するチューブ内にある体液に対して光を照射し、前記チューブを通過した光
に基づいて体液について分析する体液分析装置であって、
　ベースと、
　前記ベースとの間に前記チューブがその半径方向に対して挟み込まれるように当該ベー
スに対して取り付けられるアタッチメントと、
　前記ベース又は前記アタッチメントのいずれかに設けられる発光素子と、
　前記ベース又は前記アタッチメントのいずれかに設けられる受光素子と、を備え、
　前記ベースに対して前記アタッチメントが取り付けられた状態で、前記ベースと前記ア
タッチメントの間において、前記発光素子及び前記受光素子が前記チューブを半径方向に
対して挟み込むように配置されている、又は、前記ベース又は前記アタッチメントのいず
れか一方に前記発光素子及び前記発光素子の両方が配置されており、
　前記ベースと前記アタッチメントの間において前記チューブが鉛直下向きに凸となるよ
うに湾曲した状態で挟み込まれて、前記チューブにおいて前記発光素子の光軸が通る部分
に体液が一時的に滞留するように構成されており、前記受光素子において体液を通過した
光が受光されて体液について分析が行われる使用状態において、前記チューブの前記体液
分析装置への流入側と流出側がそれぞれ前記発光素子の光軸よりも高い位置に配置される
ように構成されていることを特徴とする体液分析装置。
【請求項２】
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　前記アタッチメントが、前記チューブの外側面に対して接触する接触面を具備し、
　前記ベースに対して前記アタッチメントが取り付けられた状態で、前記チューブが前記
ベースに対して押し付けられるように構成されている請求項１記載の体液分析装置。
【請求項３】
　前記アタッチメントが、前記発光素子又は前記受光素子の少なくとも一部が前記接触面
とほぼ面一となるように構成されている請求項２記載の体液分析装置。
【請求項４】
　前記ベースが、前記チューブが嵌め込まれる溝を具備し、
　前記溝の底部に前記発光素子から射出された光を通過させるための通過孔が形成されて
いる請求項１乃至３いずれかに記載の体液分析装置。
【請求項５】
　前記ベースが、前記アタッチメントが嵌め込まれる収容部を具備し、
　前記収容部に前記アタッチメントが嵌め込まれた状態で、前記発光素子の光軸上に前記
受光素子が配置されるように構成されている請求項１乃至４いずれかに記載の体液分析装
置。
【請求項６】
　前記ベースが、
　　前記アタッチメントが取り付けられる本体部と、
　　前記溝の延伸方向に沿って前記本体部から外側に突出するとともに、当該溝の一部が
形成された突出部と、を具備し、
　少なくとも前記ベースの前記突出部を覆うように構成されたカバーと、をさらに備えた
請求項４記載の体液分析装置。
【請求項７】
　前記ベースと前記カバーとの間に形成された係合構造と、をさらに備え、
　前記カバーが、前記ベースの前記本体部、及び、前記ベースの本体部に取り付けられた
前記アタッチメントを覆うように構成されており、
　前記係合構造によって前記ベースに対して前記カバーが係合された状態で、前記カバー
が前記アタッチメントを前記ベース側へと押圧するように構成されている請求項６記載の
体液分析装置。
【請求項８】
　前記溝が湾曲させて形成されている請求項４、６、７いずれかに記載の体液分析装置。
【請求項９】
　前記チューブを通過した光を前記受光素子に受光させる使用状態において、前記溝が鉛
直方向に対して下向きに凸となるように形成されている請求項８記載の体液分析装置。
【請求項１０】
　前記溝が、前記本体部において前記発光素子の光軸近傍で頂点を有するように形成され
ている請求項６又は７記載の体液分析装置。
【請求項１１】
　前記チューブ内に尿が流れるものであり、
　前記受光素子の出力に基づいて、尿について解析する尿解析部をさらに備えた請求項１
乃至１０いずれかに記載の体液分析装置。
【請求項１２】
　前記チューブ内に血液が流れるものであり、
　前記受光素子の出力に基づいて、血液について解析する血液解析部をさらに備えた請求
項１乃至１０いずれかに記載の体液分析装置。
【請求項１３】
　透光性を有するチューブ内にある体液に対して光を照射し、前記チューブを通過した光
に基づいて体液について分析する体液分析装置であって、
　ベースと、
　前記ベースとの間に前記チューブがその半径方向に対して挟み込まれるように当該ベー
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スに対して取り付けられるアタッチメントと、
　前記ベース又は前記アタッチメントのいずれかに設けられる発光素子と、
　前記ベース又は前記アタッチメントのいずれかに設けられる受光素子と、を備え、
　前記ベースが、
　　前記チューブが嵌め込まれる溝と、
　　前記アタッチメントが取り付けられる本体部と、
　　前記溝の延伸方向に沿って前記本体部から外側に突出するとともに、当該溝の一部が
形成された突出部と、を具備し、
　少なくとも前記ベースの前記突出部を覆うように構成されたカバーをさらに備え、
　前記ベースに対して前記アタッチメントが取り付けられた状態で、前記ベースと前記ア
タッチメントの間において、前記発光素子及び前記受光素子が前記チューブを半径方向に
対して挟み込むように配置されている、又は、前記ベース又は前記アタッチメントのいず
れか一方に前記発光素子及び前記発光素子の両方が配置されていることを特徴とする体液
分析装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透光性を有するチューブに内にある体液に対して光を照射し、体液を通過し
た光に基づいて体液の分析を行う体液分析装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、全身麻酔による手術が行われる患者や長期間にわたってベッドから動くことの
できない患者に対して、膀胱内にバルーンカテーテルを留置し、膀胱内から導尿された尿
を尿バック内に貯留することがある。このような尿バッグ（ウロバッグ）は、バルーンカ
テーテルの外側端部に接続される導尿管と、導尿管に接続されて尿が溜められる貯留部と
、貯留部に一定量たまった尿を外部へ排出し、処理するための排出管と、を備えている（
特許文献１参照）。
【０００３】
　ところで、膀胱内にバルーンカテーテルが留置されていると、特に免疫力が弱くなって
いる患者の場合、膀胱やそれに連なる腎臓に細菌感染等による炎症が生じる恐れがある。
このため、正常な腎臓の働きが保たれているかどうかを確認するために、尿量や尿の潜血
度が看護師によって確認される。
【０００４】
　しかしながら、潜血度は尿の色と、６段階の色見本を目視で見比べて、このまま放置し
てもよい、あるいは、看護師のみの対処で問題のない尿の色なのか、医師のみが行うこと
ができる医療行為を施さなくてはならない尿の色なのかを看護師が判断しなくてならない
。
【０００５】
　特に看護師のみで対処できる場合と、医師による医療行為が必要な場合との尿の色の違
いは非常に微妙であり、看護師にとって判断が難しい場合がある。例えば、安全を見て曖
昧な場合は常に医師を呼ぶようにすると、本来医師が担当する必要の無い患者に医師が掛
かりきりになってしまい、他の重篤な患者に手が回らなくなる等、貴重な医療資源が無駄
になってしまう可能性がある。かといって、医師による医療行為が必要な場合に看護師だ
けで対処していると、患者の容体が悪化してしまう可能性もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開2002-156376号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上述したような問題に鑑みてなされたものであり、尿等の体液の分析を目視よ
りも正確に行うことが可能となり、例えば医療従事者の負担を軽減することができる体液
分析装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　すなわち、本発明に係る体液分析装置は、透光性を有するチューブ内にある体液に対し
て光を照射し、前記チューブを通過した光に基づいて体液について分析する体液分析装置
であって、ベースと、前記ベースとの間に前記チューブがその半径方向に対して挟み込ま
れるように当該ベースに対して取り付けられるアタッチメントと、前記ベース又は前記ア
タッチメントのいずれかに設けられる発光素子と、前記ベース又は前記アタッチメントの
いずれかに設けられる受光素子と、を備え、前記ベースに対して前記アタッチメントが取
り付けられた状態で、前記ベースと前記アタッチメントの間において、前記発光素子及び
前記受光素子が前記チューブを半径方向に対して挟み込むように配置されている、又は、
前記ベース又は前記アタッチメントのいずれか一方に前記発光素子及び前記発光素子の両
方が配置されていることを特徴とする。
【０００９】
　ここで、体液とは生物が体内に持っている各種液体だけでなく、体外へ排出、分泌され
る液体も含む概念である。
【００１０】
　このようなものであれば、前記チューブを前記ベースと前記アタッチメントで挟み込む
ようにして取り付けるだけで、前記発光素子と前記受光素子を体液の測定に適した位置に
位置決めできる。
【００１１】
　さらに、前記ベースと前記アタッチメントとの間に前記チューブを挟み込むことによっ
て前記発光素子又は前記受光素子を前記チューブの外表面に対して所定距離離間させたり
、所定の接触状態を実現したりすることができる。このため、前記チューブを光が通過す
る際の影響やその他の迷光による影響を低減したり、体液を通過した光を十分に検出した
りするのに適した光学系を再現性よく実現できる。したがって、光学系や機械の組み立て
等に習熟していない看護師が前記チューブに対して前記ベースと前記アタッチメントを付
けた場合でも、体液の分析における機器誤差が発生しにくい。
【００１２】
　これらのことから、前記受光素子で検出される光に基づいて、チューブ内にある体液を
非接触でも正確に分析することが可能となり、例えば従来看護師によって目視により判定
されていた潜血度等の判定を自動化し、医療現場の負担を大幅に低減することができるよ
うになる。
【００１３】
　加えて、本発明であれば、従来からある医療器具等において体液が流通しているチュー
ブに対して体液分析装置を後付けでき、チューブ内を流れている、あるいは、滞留してい
る体液について光学的な分析が可能である。
【００１４】
　前記チューブがその延伸方向や円周方向に対して動きにくくして、同じ箇所での継続的
な体液の分析を可能とし、かつ、前記発光素子又は前記受光素子と前記チューブの外側面
との間の接触状態又は離間距離が体液分析に適した状態が実現されるようにするには、前
記アタッチメントが、前記チューブの外側面に対して接触する接触面を具備し、前記ベー
スに対して前記アタッチメントが取り付けられた状態で、前記チューブが前記ベースに対
して押し付けられるように構成されていればよい。
【００１５】
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　前記発光素子又は前記受光素子が前記チューブの外側面に対して接触するようにして、
チューブによる迷光の発生又は検出を低減できるようにするには、前記アタッチメントが
、前記発光素子又は前記受光素子の少なくとも一部が前記接触面とほぼ面一となるように
構成されていればよい。
【００１６】
　医療機器に用いられている体液が流通するようなチューブは、屈曲している場合もある
。そのようなものであっても、前記ベースと前記アタッチメントとの間に前記チューブを
挟みこむだけで所定の姿勢や向きに固定でき、前記発光素子から前記受光素子まで光を到
達させ、正確な体液の分析を実現するのに適した状態が構築されやすくするには、前記ベ
ースが、前記チューブが嵌め込まれる溝を具備し、前記溝の底部に前記発光素子から射出
された光を通過させるための通過孔が形成されているものであればよい。
【００１７】
　前記発光素子の光軸が前記受光素子に対して簡単に合うようにするには、自前記ベース
が、前記アタッチメントが嵌め込まれる収容部を具備し、前記収容部に前記アタッチメン
トが嵌め込まれた状態で、前記発光素子の光軸上に前記受光素子が配置されるように構成
されていればよい。
【００１８】
　前記受光素子に対して、前記発光素子から射出された光以外の外光が検出されにくくし
、より体液の分析精度を向上させられるようにするには、前記ベースが、前記アタッチメ
ントが取り付けられる本体部と、前記溝の延伸方向に沿って前記本体部から外側に突出す
るとともに、当該溝の一部が形成された突出部と、を具備し、少なくとも前記ベースの前
記突出部を覆うように構成されたカバーと、をさらに備えたものであればよい。
【００１９】
　前記アタッチメントが、前記チューブの外側面に対して所定の力で押しつけられるよう
にして、体液の分析において理想的な接触状態が実現されるようにするには、前記ベース
と前記カバーとの間に形成された係合構造と、をさらに備え、前記カバーが、前記ベース
の前記本体部、及び、前記ベースの本体部に取り付けられた前記アタッチメントを覆うよ
うに構成されており、前記係合構造によって前記ベースに対して前記カバーが係合された
状態で、前記カバーが前記アタッチメントを前記ベース側へと押圧するように構成されて
いればよい。
【００２０】
　前記チューブ内を流れる体液の量が少ない場合でも、前記発光素子と前記受光素子との
間で一時的に滞留させて光が体液を通過し分析できるようにするには、測定前記溝が湾曲
させて形成されていればよい。
【００２１】
　前記チューブを流れる体液を分析する際に体液分析装置内で一時滞留させやすくするた
めの具体的な構成としては、前記チューブを通過した光を前記受光素子に受光させる使用
状態において、前記溝が鉛直方向に対して下向きに凸となるように形成されているものが
挙げられる。
【００２２】
　前記発光素子の光軸上に体液が存在しやすくして、何も分析されていない状態が発生し
にくくするには、前記溝が、前記本体部において前記発光素子の光軸近傍で頂点を有する
ように形成されていればよい。
【００２３】
　前記チューブ内に尿が流れるものであり、前記受光素子の出力に基づいて、尿について
解析する尿解析部をさらに備えた体液分析装置であれば、例えばバルーンカテーテルが膀
胱内に留置されている患者の尿について潜血度等の状態を正確、かつ、自動で検出し続け
ることが可能となる。したがって、患者の状態に応じた処置が適切に行えるだけでなく、
例えば医療資源を効率的に運用できるようになる。
【００２４】
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　本発明に係る体液分析装置の具体的な実施態様の１つとしては、前記チューブ内に血液
が流れるものであり、前記受光素子の出力に基づいて、血液について解析する血液解析部
をさらに備えたものが挙げられる。例えば、人工透析装置において流通している血液のヘ
マトクリット値等の状態を透析中に非接触で測定することが可能となり、血液の状態をよ
り正確に管理する事が可能となる。
【発明の効果】
【００２５】
　このように本発明に係る体液分析装置によれば、前記ベースに対して前記アタッチメン
トを取り付けることで、前記ベースと前記アタッチメントの間に前記チューブを挟み込み
、前記発光素子と前記受光素子との間を体液の分析に必要な光を前記受光素子で取得する
のに適した状態にすることができる。したがって、前記チューブ内の体液について光に基
づいて正確に分析できるので、例えば潜血度等の人間には判定しにくい指標でも状態を正
確に分類することを自動化できる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る体液分析装置の尿バッグに対して取り付けた状態を
示す模式図。
【図２】本発明の第１実施形態に係る体液分析装置の模式的分解斜視図。
【図３】本発明の第１実施形態に係る体液分析装置のベースに対してアタッチメントを取
り付けた状態を示す模式的斜視図。
【図４】本発明の第１実施形態に係る体液分析装置の組み立てた状態を示す模式的斜視図
。
【図５】本発明の第１実施形態に係る体液分析装置の模式的断面図、及び、機能ブロック
図。
【図６】本発明の第２実施形態に係る体液分析装置の模式的分解斜視図。
【図７】本発明の第２実施形態に係る体液分析装置のベースに対してアタッチメントを取
り付けた状態を示す模式的斜視図。
【図８】本発明の第２実施形態に係る体液分析装置の組み立てた状態を示す模式的斜視図
。
【図９】本発明の第３実施形態に係る体液分析装置の模式的斜視図。
【図１０】本発明の第４実施形態に係る体液分析装置の模式的分解斜視図。
【図１１】第４実施形態の体液分析装置の使用状態を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の第１実施形態に係る体液分析装置１００について図１乃至図５を参照しながら
説明する。
【００２８】
　第１実施形態の体液分析装置１００は、図１に示すように、例えば入院患者の膀胱に留
置されたバルーンカテーテルから導尿される尿を貯留する尿バッグＵＢに対して取り付け
られ、チューブ内を流通する尿の状態を分析するものである。ここで、尿バッグＵＢは、
バルーンカテーテルにおいて患者の体外に出ている端部に対して接続される導尿管Ｔ１と
、導尿管Ｔ１を通ってきた尿が貯留される貯留部ＢＧと、貯留部ＢＧから溜められた尿を
外部へ排出するための排出管Ｔ２と、を備えたものである。なお、導尿管Ｔ１、貯留部Ｂ
Ｇ、排出管Ｔ２はそれぞれ透光性を有する透明樹脂で形成されており、内部の尿を目視で
きるように構成されている。また、導尿管Ｔ１及び排出管Ｔ２は透光性を有する円筒状の
チューブとして構成されている。
【００２９】
　第１実施形態では体液分析装置１００は、導尿管Ｔ１に対して取り付けられており、導
尿管Ｔ１内を流通する、又は、滞留している尿に対して光を照射し、その透過光に基づい
て例えば潜血度を自動的に判定するように構成してある。
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【００３０】
　図２乃至図５に示すように、体液分析装置１００は、発光素子Ｌを具備するベース１と
、受光素子Ｄを具備し、ベース１に対して取り付けられるアタッチメント２と、アタッチ
メント２が取り付けられたベース１を覆うカバー３と、受光素子Ｄの出力に基づいて、尿
について解析する解析装置５と、を備えている。図３及び図５に示すように、ベース１に
対してアタッチメント２が取り付けられた状態で、チューブである導尿管Ｔ１が挟み込ま
れるとともに、発光素子Ｌと受光素子Ｄが互いに導尿管Ｔ１を介して対向するように構成
してある。ここで、発光素子Ｌは例えばチップ型のＬＥＤであり、受光素子Ｄはフォトダ
イオードである。また、ベース１は尿バッグＵＢが掛けられているボードＢＤに対してネ
ジ止めにより、固定される。
【００３１】
　ベース１は、図２及び図５に示すように、導尿管Ｔ１をまっすぐにのばした状態で嵌め
込まれる直線状に延びる溝１０を備えている。また、このベース１は、アタッチメント２
が嵌め込まれて収容される収容部１３が形成された本体部１１と、本体部１１に対して溝
１０の延伸方向へ両側に突出した２つの突出部１２と、からなる。
【００３２】
　本体部１１及び２つの突出部１２を通る溝１０は、その幅寸法が導尿管Ｔ１の外径とほ
ぼ同じにしてあるとともに、その深さ寸法は導尿管Ｔ１の外径とほぼ同じ、又は、導尿管
Ｔ１の外径よりも少し小さくしてある。すなわち、溝１０に対して導尿管Ｔ１を嵌め合わ
せた場合、溝１０の開口側にでる導尿管Ｔ１の外側面は、収容部１３の底面とほぼ面一、
又は、少しだけ外側に出るようにしてある。
【００３３】
　本体部１１の表側に形成されている収容部１３は、図３に示すようにアタッチメント２
の外形寸法とほぼ同じに形成された凹部であり、その内壁面に対してアタッチメント２の
周囲側面２２が嵌め合わさるようにしてある。第１実施形態では、収容部１３の立壁の高
さ寸法は、アタッチメント２の高さ寸法の１／３程度に設定してあり、アタッチメント２
において受光素子Ｄが設けられている底面側のみが収容され、アタッチメント２の天面側
は収容部１３の外側に配置される。また、収容部１３の内壁面を形成する立壁の端面は、
溝１０の側面と面一となるように形成してある。すなわち、収容部１３を形成する立壁は
導尿管Ｔ１の延伸方向から見て開口側からの光が本体部１１の中心側へと外光が侵入する
のを防ぐようにしてある。
【００３４】
　また、図５の断面図に示すように本体部１１に形成されている溝１０の底面中央部には
、本体部１１の内部に収容されている発光素子Ｌから射出される光を通過させるための通
過孔１５が形成してある。ベース１の底面側には発光素子Ｌ、及び、発光素子Ｌやその駆
動回路が搭載された基板Ｓが収容される収容空間１６が形成されており、蓋体１７で収容
空間１６は閉鎖してある。また、収容空間１６内において発光素子Ｌの光射出面が通過孔
１５に対して対向するように配置してある。発光素子Ｌから射出される光の波長は例えば
吸光分析に適したものが選択され、発光素子Ｌから射出される波長は、単波長であっても
よいし、複数波長であっても構わない。
【００３５】
　アタッチメント２は、図２乃至図５に示すように、概略直方体形状のものであり、底面
中央に受光素子Ｄが設けてある。図５に示すように、アタッチメント２の底面は、ベース
１の収容部底面１４、及び、導尿管Ｔ１の外側面に対して接触する接触面２１であり、受
光素子Ｄの受光面はこの接触面２１と面一にしてある。したがって、ベース１に対してア
タッチメント２が取り付けられた状態において、接触面２１及び受光素子Ｄの受光面によ
り導尿管Ｔ１はベース１の溝１０の底に対して押し付けられた状態になる。また、受光素
子Ｄは導尿管Ｔ１の外側面に対して接触した状態となっている。このアタッチメント２に
は、内部の受光素子Ｄが取り付けられている基板に対して接続されるマイクロＵＳＢ端子
等が設けられており、受光素子Ｄに対する給電や、出力の取得等が行えるように構成して
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ある。受光素子Ｄについては、例えば発光素子Ｌから射出される光の波長に合わせて受光
できる光の波長帯域が設定されている。逆に受光素子Ｄが単波長しか受光できないように
構成しても構わない。
【００３６】
　カバー３は、ベース１に対応する形状を有しており、図３及び図４に示すように、ベー
ス１と、ベース１に対して取り付けられたアタッチメント２ともに天面側からすべて覆う
ように取り付けられる。カバー３は、ベース１の本体部１１を覆い、アタッチメント２を
ベース１に対して押し付ける押圧部３１と、ベース１の突出部１２を覆い、外部からの光
がベース１の本体部１１に取り付けられているアタッチメント２の受光素子Ｄに対して入
射するのを防ぐ遮蔽部３２とからなる。
【００３７】
　図２乃至図５に示すように、ベース１とアタッチメント２との間には、係合構造４が形
成してあり、ベース１に対してカバー３を取り付けると、カバー３がアタッチメント２を
ベース１に対して押し付けて導尿管Ｔ１が挟み込まれた状態が維持されるように構成して
ある。すなわち、係合構造４は、ベース１に形成された係合突起４１と、カバー３に形成
された係合凹部４２とからなり、係合突起４１と係合凹部４２が掛かり留め合うことによ
ってベース１に対してカバー３が固定される。この実施形態では係合突起４１と係合凹部
４２は、突出部１２の２つの外側面、及び、遮蔽部３２の２つの側面にそれぞれ一対ずつ
設けられている。
【００３８】
　カバー３がベース１に対して取り付けられた状態において、受光素子Ｄが導尿管Ｔ１の
外側面に対して押し付けられてベース１の溝１０内に固定されることになる。このため、
発光素子Ｌの光軸上に受光素子Ｄが配置され、かつ、受光素子Ｄが導尿管Ｔ１の外側面に
接し、尿の分析のために必要な光を受光するのに適した状態が実現される。また、導尿管
Ｔ１がベース１とアタッチメント２によって挟み込まれた状態になるので、導尿管Ｔ１の
延伸方向に対してずれが生じないようにでき、導尿管Ｔ１において同じ箇所で尿の分析を
行うことが可能となる。
【００３９】
　解析装置５は、受光素子Ｄの出力を有線又は無線により取得して、尿の潜血度を判定す
るように構成してある。より具体的には解析装置５は、例えばＣＰＵ、メモリ、Ａ／Ｄ・
Ｄ／Ａコンバータ、その他の入出力手段を備えたいわゆるコンピュータによってその機能
が実現されるものである。解析装置５は、メモリに格納されている分析用プログラムが実
行され、各種機器が協業することにより、図５に示すように少なくとも計測部５１と、尿
解析部５２としての機能を発揮する。
【００４０】
　計測部５１は、受光素子ＤからのＡ／Ｄ変換された出力に基づいて受光された光量へ変
換するものである。
【００４１】
　尿解析部５２は、計測部５１で得られた光量に基づいて、ヘマトクリット値を算出し、
ヘマトクリット値から潜血度を判定するものである。具体的には、尿解析部５２は、例え
ば、ヘマクトリット値が０．１％未満である場合にはレベル０（Ｌｖ．０）、ヘマクトリ
ット値が０．１％以上０．５％未満である場合にはレベル１（Ｌｖ．１）、ヘマクトリッ
ト値が０．５％以上１．０％未満である場合にはレベル２（Ｌｖ．２）、ヘマトクリット
値が１．０％以上３．０％未満である場合にはレベル３（Ｌｖ．３）、ヘマトクリット値
が３．０％以上１０．０％未満である場合にはレベル４（Ｌｖ．４）、ヘマトクリット値
が１０．０％以上である場合にはレベル５（Ｌｖ．５）であると判定する。尿解析部５２
は、潜血度の判定を常時行ってもよいし、所定の時間毎に行ってもよい。
【００４２】
　このように構成された体液分析装置１００によれば、導尿管Ｔ１に対してベース１とア
タッチメント２で挟み込むようにして取り付けるだけで、発光素子Ｌと受光素子Ｄを尿の
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測定に適した位置に位置決めできる。
【００４３】
　さらに、ベース１とアタッチメント２との間に導尿管Ｔ１を挟み込むことによって、受
光素子Ｄを導尿管Ｔ１の外表面に対して所定の接触状態を実現できる。このため、導尿管
Ｔ１を光が通過する際の影響を低減し、通過した光を十分に検出するのに適した光学系を
再現性よく実現できる。したがって、光学系や機械の組み立て等に習熟していない看護師
が導尿管Ｔ１に対してベース１とアタッチメント２を付けた場合でも、機器誤差が発生し
にくい。
【００４４】
　また、ベース１が、発光素子Ｌと受光素子Ｄとからなる光学系が構成される本体部１１
と、本体部１１から外側へと膨出した２つの突出部１２を具備しており、本体部１１及び
突出部１２の両方を覆うようにカバー３が取り付けられるの、突出部１２から本体部１１
側へ外の光が入射するのを防ぐことができる。また、突出部１２によって、導尿管Ｔ１が
外の光にさらされる部分は、本体部１１から離すことができるので、例えば導尿管Ｔ１を
構成する樹脂内に光が全反射条件を満たすような入射角度で入射したとしても、本体部１
１に到達するまでに十分に減衰し、受光素子Ｄでは実質的には検出されないようにもでき
る。
【００４５】
　これらのことから、受光素子Ｄで検出される光に基づいて、導尿管Ｔ１内にある尿の潜
血度を非接触でも正確に分析することが可能となる。したがって、従来看護師によって目
視により判定されていた潜血度等の判定を自動化し、医療現場の負担を大幅に低減するこ
とができるようになる。
【００４６】
　加えて、本来であれば測定器の役割を有していない尿バッグＵＢに対して、第１実施形
態の体液分析装置１００を後付けすることで、単に尿を貯めるだけでなく、患者の膀胱等
の泌尿器を管理するための医療機としての機能を付加することができる。このように尿バ
ッグＵＢに対して体液分析装置１００は後付けできるので、病院ごとに用いられている各
種尿バッグＵＢを変更することなく、利用することが可能である。
【００４７】
　次に本発明の第２実施形態に係る体液分析装置１００について図６乃至図８を参照しな
がら説明する。なお、第１実施形態において説明した部材と対応する部材には同じ符号を
付すこととする。
【００４８】
　第２実施形態の体液分析装置１００は、例えば人工透析装置において透析される血液、
又は、透析後の血液が流通するチューブである血液輸送管Ｔ３に対して取り付けられ、そ
の血液の状態を分析するために用いられるものである。
【００４９】
　第２実施形態の体液分析装置１００は、第１実施形態の体液分析装置１００と比較して
、図６及び図７に示すように、血液輸送管Ｔ３の外径に合わせて溝１０の大きさが設定し
てある点、収容部１３がアタッチメント２の全体を収容できるように構成してある点が異
なっている。
【００５０】
　また、第２実施形態の体液分析装置１００は、尿解析部５２の代わりに血液解析部（図
示しない）を備えており、受光素子Ｄの出力に基づいて例えば血液のヘマトクリット値等
の評価項目を算出するように構成してある。
【００５１】
　このように第２実施形態の体液分析装置１００であっても、第１実施形態と同様の効果
を人工透析装置において享受することができる。
【００５２】
　次に本発明の第３実施形態に係る体液分析装置１００について図９を参照しながら説明
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する。なお、第１実施形態において説明した部材と対応する部材には同じ符号を付すこと
とする。
【００５３】
　第３実施形態の体液分析装置１００は、第１実施形態の体液分析装置１００と比較して
、図９に示すように、カバー３が、本体部１１及び本体部１１に取り付けられたアタッチ
メント２を覆うとともにベース１に対して押圧する押圧部を備えておらず、突出部１２を
覆う遮蔽部３２のみを備えている点で異なっている。
【００５４】
　このように構成されたカバー３であっても、導尿管Ｔ１の軸方向から入射する外光が受
光素子Ｄで検出されにくくし、尿の分析精度を向上させられる。また、収容部１３に対す
るアタッチメント２の嵌合をきつめに設定しておけば、カバー３で押圧されなくても十分
に導尿管Ｔ１を挟み込むことができる。また、アタッチメント２と本体部１１との間に導
尿管Ｔ１が設けられているので、この部分についてはカバー３がなくても半径方向から外
光が入り込まないようにできる。
【００５５】
　次に本発明の第４実施形態に係る体液分析装置１００について図１０及び図１１を参照
しながら説明する。なお、第１実施形態において説明した部材と対応する部材には同じ符
号を付すこととする。
【００５６】
　第４実施形態の体液分析装置１００は、第１実施形態の体液分析装置１００と比較して
、図１０に示すように、ベース１に形成された溝１０が直線状ではなく、湾曲させて形成
されている点と、係合構造４を形成する係合突起４１が突出部１２の外側面の一方のみに
形成されており、係合凹部４２が遮蔽部３２の一方の側面のみに形成されている点が異な
っている。以下に溝１０の構成について詳述する。
【００５７】
　溝１０は、図１０及び図１１に示すように概略Ｕ字状をなすようにベース１において形
成されており、受光素子Ｄにおいて尿を通過した光が受光され分析が行われる使用状態に
おいて、導尿管Ｔ１の流入側と流出側がそれぞれ発光素子Ｌの光軸よりも高い位置に配置
されるようにしてある。
【００５８】
　すなわち、発光素子Ｌの光軸近傍において溝１０は頂点を有するように湾曲させてある
。また、図１１に示すように使用状態においては溝１０が鉛直下向きに凸となるように設
置され、導尿管Ｔ１においてベース１の本体部１１とアタッチメント２との間に挟まれる
部分に尿が一時的に滞留するようにしてある。
【００５９】
　このように溝１０が湾曲させて設けられているので、例えば高齢の患者のように尿量が
少ない場合でも、尿の分析を行うのに必要な量が発光素子Ｄの光軸近傍に常に存在するよ
うにして、継続して尿の分析を行う事が可能となる。また、導尿管Ｔ１内を尿が所定値以
上の流速で流れなくできるので、流速の影響により分析結果に誤差が発生するのも防ぐこ
とができる。
【００６０】
　その他の実施形態について説明する。
【００６１】
　第１実施形態の体液分析装置は、導尿管に対して取り付けられていたが、例えば排出管
に対して取り付けられ、尿を排出する際に尿の潜血度等の情報を分析するようにしてもよ
い。また、体液分析装置は、受光素子の出力に基づいて、潜血度以外の評価項目について
測定するようにしてもよい。例えば尿の濁度等の透過光に基づいて検出可能なパラメータ
を分析するようにしてもよい。
【００６２】
　各実施形態に記載の体液分析装置は、ベースに発光素子、アタッチメントに受光素子を
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設けていたが、ベースに受光素子、アタッチメントに発光素子を設けても構わない。また
、ベースの通過孔内に発光素子を配置してチューブの外側面に対して接触させた状態で取
り付けられるようにしてもよい。さらに、各実施形態ではベース又は合タッチメントのい
ずれか一方に発光素子又は受光素子がそれぞれ設けられ、発光素子受光素子がチューブを
半径方向に対して挟みこむように構成されていたが、ベース又はアタッチメントの一方に
発光素子及び受光素子が設けられているものであってもよい。このような場合には、例え
ば発光素子から射出された光がチューブ内に入射し、体液を通過した後でチューブの対向
側で反射され、戻ってくる光を受光素子で検出するように構成してもよい。すなわち、発
光素子及び受光素子がチューブを挟み込む透過型の検出器として構成してもよいし、発光
素子及び受光素子がチューブの外側面に対して同じ側に配置される反射型の検出器として
構成してもよい。加えて、ベースにおいて発光素子及び受光素子が両方設けられて、溝の
幅方向に光軸が設定された透過型の検出器として構成されていてもよい。
【００６３】
　体液分析装置のベースは本体部だけで構成されており、突出部が設けられていないもの
であってもよい。また、突出部は本体部に対して一方だけ設けられていても良い。
【００６４】
　また、体液分析装置は、ベースとアタッチメントだけで構成されていてもよい。この場
合には、ベースとアタッチメントとの間に係合構造を構成してもよいし、アタッチメント
が取り付けられた状態で発光素子と受光素子からなる光学系に迷光が入射しないように遮
光が実現されるものが好ましい。
【００６５】
　溝の形状については第４実施形態のようにＵ字状に湾曲したものに限られず、使用状態
において体液が一時的に本体部の近傍で貯留されるように湾曲していればよい。例えば、
チューブの流入側が水平に入射するようにして、チューブの流出側が上方へと湾曲し、体
液の流れが遮られるように溝を形成してもよい。また、溝がＶ字状に形成されていてもよ
い。
【００６６】
　体液分析装置が分析する体液は、第１実施形態及び第２実施形態において説明したもの
に限られない。体液としては、リンパ液、組織液、髄液、唾液、汗等その他ものであって
もよい。例えば手術中又は手術後の患者に取りけられたドレーンを流通する体液を分析し
てもよい。
【００６７】
　その他、本発明の趣旨に反しない限りにおいて、様々な実施形態の一部同士を組み合わ
せてもよいし、各実施形態の一部を変形しても構わない。
【符号の説明】
【００６８】
１００・・・体液分析装置
１　　・・・ベース
１０　・・・溝
１１　・・・本体部
１２　・・・突出部
１３　・・・収容部
１４　・・・収容部底面
１５　・・・通過孔
Ｌ　　・・・発光素子
２　　・・・アタッチメント
２１　・・・接触面
２２　・・・周囲側面
３　　・・・カバー
３１　・・・押圧部
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３２　・・・遮蔽部
Ｄ　　・・・受光素子
ＵＢ　・・・尿バッグ
Ｔ１　・・・導尿管
Ｔ２　・・・排出管
ＢＧ　・・・貯留部

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】



(15) JP 6986266 B2 2021.12.22

【図１１】



(16) JP 6986266 B2 2021.12.22

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０１Ｎ  33/483    (2006.01)           Ｇ０１Ｎ   33/483    　　　Ｃ        　　　　　

(72)発明者  澤田　貴
            静岡県浜松市中区常磐町１４５－１　ジーニアルライト株式会社内
(72)発明者  山内　太介
            静岡県浜松市中区常磐町１４５－１　ジーニアルライト株式会社内

    審査官  塚本　丈二

(56)参考文献  特開２０１２－０４００５８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－３０１６３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１０／０１６０７５１（ＵＳ，Ａ１）　　
              中国実用新案第２０３０１１８２４（ＣＮ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０１Ｎ　　２１／００－２１／９５８
              Ｇ０１Ｎ　　３３／４９
              Ｇ０１Ｎ　　３３／４８３
              Ａ６１Ｍ　　　１／００
              Ａ６１Ｂ　　　５／１５７


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

